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望まれるO小寺 ･戸田は Wfen占rの Brownianpathx(i,α)を用いて振
動子を扱い ,一番簡単な場合とし.て磁場に垂直な常磁性の磁子の運動を扱え
ば簡潔に Anderson一々抱iss の式が得られることを示した｡ 非線型項を含
む更に複雑な運動に対しても Wiener 流の取扱いを拡張することができるO
これ らの問題を見てもわかるが ,時間を含む間蔀の多くは出発したばかり
セあるoharmonic尭系の energyflow と熱伝導との粥孫 ,あるいはこ
の系の recurrenceの間選などは ,研究者の哲学も入り込むが ,統計力学
的項象を更に力学的に追及するのもこの研究会の課題の一つであろうO
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時間を含む問題で , Brown 運動の模型として harmoniG/.CryStaiが
考えられ ,一つだけ入れた不純物の運動に指して新しい見地が得られたのは ,
昨年の.ことであった｡













もしれないが ,.plasrpa'の Landaudamping の如く･ある場合には ,そ=r'/






















どうかは不明であるo この様な手段で fluctuation-dissipatipn the-
oremを現わすことの可能性は当然として ,non-linear-responceの場
合への⊥般化にも役立つと思われるOすなわち ,Wienerの立場ではある系
の或る入力に対する responseは linearな系では Fourier入力に対す
る出力を見て ,その系の impedance或は admittance を凝れば良いが ,
-般に non-1inearな系では ,不規則入力 dx(t.α)を入れて出力を剰
走しそれを
a ･ lfl(i + ㌍ eT･,:可 f2(i･TlitJ T.2,隼 α)よ (72･ai･･･
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の霜ぐ関 して 右 ,f2,丁- でその系の特性を頚わすわけであるO 今
系が熟的なしげきをうけて居るという事は既に不規則入力が存在して居るわ
けで ,出力は系のゆちぎとして測定されるoLたがって系のゆちぎを知れば ,
系の特性を知る事が出来る｡特に系を /linear に限定すれば ,いわゆ.る
fiuctuatio三シーdissipation theorem が得られるわけであるoこの思
想に沿って fluctua-tion-dissipation theoremを formulateする
事で non-1inearな系の場合への一般化が可能であると思われるO
TimeDependentProbiems 寺 本 英 (京大理)
調和振動子系としての格子振動の間竃はハ ミル トンの頃か らの随分古い問
題であって ,力学系としては知 りつ くされた問題であるO それが比較的最近
になってもうー琵新たな興味をもって叡上げられたのは ,ノルウェーの








その時間平均が ,殆んどすべての軌道について ,位相平均と 1/hT(Nは菖
由麓)の orderでしか違わないことを示したOそして事実 ,Microcano-
nicai あるいは Canonicalな分布をしている格子系の中の特定の 1粒子
を着 目している以上 ,その粒子の速度は初期値がいかにあろうとも,自由度
が大 きくなった極限では ,i-ocで Maxwellの速度分布に近づ くことを示
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